
古
瓦
か
ら
一
切
の
墳
墓
を
網
羅
し
て
み
る
。
從
來
此
種
の
内
容
を

部
分
的
に
包
括
し
て
み
る
「
朝
鮮
古
蹟
圖
譜
」
等
に
容
易
し
接
す
る
・

こ
と
の
出
來
な
い
も
の
に
と
っ
て
如
實
に
展
望
す
る
こ
と
が
幽
來

る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
盛
者
を
便
す
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
⑳
日
本
石
器
時
代
植
物
性
遣
物
圖
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
貞
吉
、
杉
山
壽
榮
男
共
編

　
題
目
の
も
の
は
陸
奥
國
三
戸
郡
是
川
村
中
居
の
慧
跡
か
ら
植
物

の
果
核
を
始
め
其
加
工
品
が
石
器
及
土
器
と
混
在
し
て
嚢
暗
し
た

特
殊
な
姦
物
を
主
と
し
た
岡
録
で
あ
る
。
こ
の
墨
跡
に
就
て
は
既

に
撒
年
前
か
ら
注
済
せ
ら
れ
興
味
あ
る
資
料
の
獲
見
は
必
然
的
に

東
北
地
方
の
石
器
時
代
観
に
幾
多
の
新
知
見
を
欝
ら
さ
ん
と
し
て

み
る
も
の
で
あ
る
。
喜
田
博
士
は
其
見
解
を
次
の
如
く
述
べ
ら
れ

て
み
る
「
思
ふ
に
是
等
の
遺
物
を
留
め
た
我
先
住
民
族
は
箪
に
或

る
事
情
の
下
に
金
厩
利
器
を
自
由
に
製
作
使
用
す
る
を
得
な
か
っ

た
が
爲
に
依
然
と
し
て
石
器
時
代
の
歌
態
に
踏
み
止
っ
て
居
た
と

は
云
へ
、
其
の
隣
人
と
し
て
は
翫
に
金
属
文
化
に
嘉
す
る
先
進
二

男
を
有
し
、
彼
等
も
不
充
分
な
が
ら
刃
物
を
入
手
し
て
工
藝
品
の

　
　
　
　
　
簗
　
　
　
　
報

製
作
に
從
聾
し
た
の
で
あ
っ
九
事
が
，
其
の
遣
物
の
検
討
か
ら
謹

明
さ
れ
る
。
撃
っ
て
其
の
時
代
は
黒
子
本
州
に
於
け
る
石
器
酵
代

の
二
期
に
厩
し
、
實
年
代
に
於
て
も
案
外
下
っ
た
時
代
の
も
の
で
ボ

其
民
族
的
所
属
が
、
日
本
歴
史
上
漸
謂
蝦
夷
系
統
の
も
の
で
あ
っ

た
事
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
恐
ら
く
彼
等
は
其
後
遠
か
ら
す
日
本
文
化

を
移
入
し
、
日
本
民
族
に
混
入
し
て
跡
を
絶
つ
に
至
っ
た
も
の
で

あ
ら
う
L
云
々
と
し
て
み
る
。
因
に
植
物
性
慧
物
の
主
要
な
も
の

に
は
漆
塗
飾
弓
、
漆
塗
本
太
刀
、
箆
標
木
製
品
、
漆
塗
脚
付
圷
、

櫛
、
耳
飾
、
腕
輪
、
容
器
等
で
あ
り
。
俘
存
土
器
は
難
ヶ
岡
式
縄

紋
土
器
等
で
あ
っ
て
こ
れ
を
四
六
倍
判
四
十
四
葉
に
牧
相
し
た
も

の
で
あ
る
。
（
定
償
拾
五
園
、
東
京
妻
田
、
徳
江
書
院
嚢
行
）
〔
以
上

島
田
〕

三
元
憲
の
新
研
究

池
内
　
宏
著

　
蒙
古
襲
魚
群
ち
所
謂
元
憲
が
、
学
徳
史
上
に
於
け
る
外
毯
の
一

大
事
件
た
る
の
み
な
ら
す
，
支
那
史
上
に
於
て
も
亦
注
意
す
べ
き

封
外
事
件
の
一
で
あ
る
事
は
世
人
周
知
の
事
で
あ
る
。
こ
の
重
大

　
　
　
　
　
　
第
十
毛
巻
　
第
二
號
　
　
三
｝
七
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翼
　
　
　
　
報

、
な
事
件
に
關
し
て
、
我
…
國
で
は
蕎
幕
時
代
か
ら
幾
多
の
研
究
著
蓮

が
現
れ
，
逡
．
に
明
治
黒
影
に
及
ん
で
由
田
安
榮
氏
の
黒
作
「
伏
敵

編
」
が
早
る
に
至
っ
た
。
其
の
後
に
於
て
も
撒
多
の
興
味
有
る
研

究
が
灘
新
資
料
の
登
見
に
伴
っ
て
公
に
せ
ら
れ
、
研
究
港
の
夫
々

の
立
揚
か
ら
し
て
各
方
衝
に
開
拓
の
手
が
籏
け
ら
れ
る
と
共
に
、

一
方
支
那
に
於
て
も
亦
新
資
料
の
獲
見
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
の
諸
研
究
は
新
分
野
を
開
拓
し
た
所

有
り
と
は
云
へ
、
決
し
て
元
冠
の
研
究
と
し
て
＋
分
に
纒
つ
た
も

の
で
な
く
、
叉
諸
種
の
資
料
全
膿
を
科
學
的
に
綜
合
考
察
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
・
る
鋸
盤
に
池
内
博
士
の
新

薯
「
元
冠
の
新
研
究
」
が
上
梓
せ
ら
れ
て
，
戦
馬
多
年
の
翅
望
が
果

さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
は
、
學
界
の
爲
眞
に
慶
賀
に
た
へ
ぬ
次
第

で
あ
る
。

　
本
書
は
東
洋
文
庫
論
叢
第
十
五
と
し
で
刊
行
せ
ら
れ
、
本
篇
附

録
の
二
冊
よ
り
成
る
②
本
篇
は
例
に
よ
っ
て
博
士
の
博
引
労
澄
に

本
く
精
緻
な
研
究
で
あ
っ
て
、
章
を
分
つ
事
十
二
、
四
百
三
十
七

頁
の
主
文
に
、
毛
付
事
項
年
月
表
二
＋
頁
、
圓
版
二
葉
を
添
へ
た
も

の
で
あ
る
。
其
の
第
｝
章
よ
り
第
六
章
箔
は
、
元
鷹
に
至
る
の
序

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
舞
二
號
　
　
三
一
入

論
繭
提
と
し
て
、
簾
蒼
の
鯉
伐
、
懐
柔
に
よ
る
高
麗
の
豊
野
、
更

に
其
の
巌
巌
を
全
か
ら
し
め
ん
爲
の
B
本
招
論
の
経
緯
と
、
高
麗

内
部
に
於
る
當
時
の
政
治
的
事
解
を
蓮
べ
て
以
て
日
本
征
伐
の
準

備
に
至
っ
た
迄
の
領
導
を
蓮
べ
て
あ
る
。
第
七
章
よ
り
第
十
章
は

日
本
に
て
所
謂
文
永
。
…
弘
安
の
役
と
呼
ば
れ
る
此
度
に
亙
る
戦
役

を
，
介
日
使
用
し
得
ら
れ
る
凡
て
の
資
料
を
引
用
し
て
研
究
さ
れ

た
本
篇
の
宅
禮
部
分
で
あ
る
。
而
し
て
博
士
の
用
ゐ
ら
れ
た
重
要

な
資
料
は
、
從
來
既
に
日
本
に
於
て
そ
の
慨
値
の
大
を
認
め
ら
れ

た
竹
崎
季
長
の
蒙
古
襲
來
糟
詞
で
あ
っ
て
、
其
の
糟
調
の
大
矢
野

文
を
新
に
考
定
し
順
位
を
正
し
て
以
て
戦
役
の
新
解
繹
を
試
み
ら

れ
た
に
逆
な
ら
な
い
。
第
十
一
章
は
征
東
軍
燧
敗
退
に
量
る
元
の

倒
置
を
、
「
没
海
防
備
」
と
「
始
建
の
征
東
行
省
と
其
の
薩
罹
」
と
の

二
節
に
分
け
て
述
べ
て
あ
り
、
第
十
二
章
は
至
元
十
九
年
以
後
の

日
本
征
伐
の
計
劃
を
蓮
べ
た
も
の
で
、
怨
書
の
度
々
の
計
劃
よ
り

最
後
に
成
宗
の
日
本
招
論
の
央
敗
に
及
ん
で
、
以
て
本
篇
の
結
び

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
首
尾
一
貫
し
た
堂
々
た
る
研
究
、
或
は
そ

の
枝
葉
の
部
分
に
は
倫
研
究
の
添
地
な
い
で
も
な
い
と
物
ふ
が
、

實
に
そ
の
明
快
な
研
究
に
よ
っ
て
從
來
の
諸
疑
問
は
殆
ん
ど
雲
散

（liSO）



霧
潰
し
た
の
で
あ
っ
て
、
愛
家
の
稗
盆
せ
ら
る
・
事
大
な
る
を
信

じ
て
疑
は
な
い
。
、
巻
末
の
主
要
事
項
年
月
表
は
本
篇
の
中
に
韻
る

各
種
事
項
の
主
要
な
も
の
を
、
年
月
順
に
配
列
し
て
以
て
各
章
節

聞
の
錯
雑
し
た
驕
係
を
、
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
た
著
者
の
用
意
燭

到
な
遽
慮
に
本
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
回
護
者
の
盆
せ
ら
る
・

所
大
な
る
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
附
録
の
別
冊
は
別
ち
御
物
大
矢
野
本
蒙
吉
襲
來
絵
詞
の
縮
寛
…
複

製
で
、
著
者
の
考
定
し
た
新
順
位
に
よ
っ
て
其
の
絡
詞
を
排
列
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
総
は
後
の
「
清
太
蔵
實
録
職
圏
」
の
瀟
洲

族
の
戦
雫
様
式
そ
の
他
風
俗
諸
態
を
明
示
す
る
如
く
、
世
界
的
に

活
躍
し
た
蒙
古
兵
の
風
貌
武
器
軍
船
等
を
如
實
に
知
悉
せ
し
め
る

に
足
る
資
重
な
鰯
録
で
あ
っ
て
、
或
意
味
に
於
て
は
世
界
的
珍
蜜

と
醸
す
る
も
過
書
で
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
全
五
十
七
葉
の
岡
三

よ
り
成
る
歴
史
的
記
念
物
。
こ
れ
有
る
が
爲
に
元
憲
の
研
究
が
如

何
に
精
彩
付
け
ら
れ
る
か
云
ふ
迄
も
な
い
庚
で
あ
る
。

　
以
上
阿
智
を
列
ね
て
本
膳
の
紹
介
に
代
へ
る
事
に
す
る
。
終
り

に
こ
の
一
作
を
出
さ
れ
た
博
士
の
努
力
に
満
腔
の
謝
意
を
表
す
る

と
共
に
、
既
意
嚢
あ
る
出
版
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
東
洋
文
耀
の

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
　
報
、

撃
茎
を
衷
心
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
（
四
六
倍
制
。
翼
翼
法
人

東
洋
文
庫
刊
。
限
定
資
償
拾
武
事
）
〔
直
門
〕

配

置

⑭
史
學
研
究
會

　
例
會
　
　
ご
月
エ
ハ
ロ
阿
午
後
一
噂
ぬ
†
よ
樋
ワ
樂
山
久
倹
“
館
灘
い
上
に
於
い
て
闇
㍊
從
、

左
の
爾
氏
の
講
演
め
り
て
午
後
六
噂
閉
回
し
表
。
來
三
者
六
十
旧
名
。

　
　
桃
山
時
代
の
襖
紛
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
杏
村
氏

　
當
代
の
屏
障
鑑
家
と
し
て
著
名
な
松
榮
、
永
徳
、
等
伯
、
山
霧
に
就
い
て

從
來
作
家
の
明
瞭
な
も
の
が
少
な
い
。
殊
に
永
徳
に
お
い
て
節
し
い
も
の

が
あ
る
な
窺
き
、
其
の
推
究
の
一
法
と
し
て
氏
に
各
侮
家
の
欝
癖
な
仔
細

に
分
解
且
つ
綜
A
川
し
て
作
「
風
の
根
櫨
な
つ
か
み
解
決
な
｛
興
へ
ん
と
し
、
論

蓮
の
中
心
を
永
徳
の
作
風
に
羅
き
、
其
の
黙
描
構
想
土
披
の
形
式
及
魏
法

な
詳
細
に
魏
壷
京
都
大
徳
寺
聚
光
院
の
も
の
な
以
て
永
徳
の
典
型
的
大
作

で
あ
る
と
論
回
し
、
こ
れ
に
基
い
て
京
洛
及
近
畿
所
在
寺
院
の
傳
永
徳
、

元
信
と
聴
す
る
作
品
に
一
々
明
快
な
批
刎
た
興
へ
、
永
徳
の
作
風
ほ
要
す

ろ
に
蒔
代
的
風
格
な
炎
す
と
典
に
叙
矯
昧
の
あ
ろ
と
云
ふ
橿
性
に
到
逮
ぜ

し
め
ら
れ
象
。
更
に
殉
様
の
論
法
為
以
で
松
榮
、
警
伯
、
山
樂
に
就
い
て

概
要
な
親
明
さ
る
、
勝
が
あ
り
、
絡
鑑
鍵
二
上
主
要
な
一
町
階
な
指
示
す

う
も
の
で
あ
っ
糞
。

　
　
琉
球
の
墳
墓
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
　
耕
作
氏

第
十
七
懲
第
二
號
　
三
一
九
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